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マイクロ波放射計による slant delay 計測に基づく GPS ・ VLBI 観測の遅延勾配
モデルの評価

Comparison of Atmospheric Parameters from VLBI, GPS and WVR
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我々は、これまでに GPS や VLBI などの宇宙測地技術の解析に使用される大気モデルの評価のためにマイクロ
波放射計(WVR:Water Vapor Radiometer)による湿潤遅延量の観測を実施してきた。特に、鹿嶋においては、1998
年 10 月より観測を開始し、2001 年 10 月まで、一部観測停止期間があるものの継続してきた。また、短期的な観
測を通信総合研究所 KSP 観測網の館山、国土地理院 VLBI 観測点である新十津川、父島、および GPS 稠密観測が実
施されたつくば域でも観測を行った。現在、これまでに得られたデータを再整理し、GPS や VLBI による測位結果・
伝搬遅延量推定結果と WVR 観測の結果の比較を行っている。これまで、特に鹿嶋において明らかになった湿潤遅
延量勾配変化では、夏季の勾配ベクトルの大きさが冬季のそれより４～５倍程度大きく、明瞭な季節変化が認め
られることがわかった。その一方で、勾配ベクトルの方位の変化は必ずしも年ごとに再現せず、1999 年は南西方
向が卓越し、2000 年は東ないしは南東方向に求められた。ここで得られた湿潤遅延の勾配変動の様相は、首都圏
広域地殻変動観測網(KSP 網)で認められた鹿嶋－小金井基線の基線長季節変化の傾向と調和的である。一方、数
日程度の短周期の遅延勾配変動では、必ずしも WVR と VLBI ・ GPS より推定される結果とは一致せず、KSP 観測網
が比較的短距離(最大 150km)の基線で構成されていることにより、うまくパラメータ推定ができていない原因か
もしれない。今後、GPS や VLBI による遅延勾配推定結果や非静力学数値予報データによる遅延勾配シミュレーショ
ンとの比較を行い、その結果を報告する予定である。


